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視覚障害者を親に持つ児童の保育園入園優遇措置について（要請書）
　貴職におかれましては、日頃より、私たち視覚障害者の社会参加促進のためご尽力いただき感謝しております。また、待機児童問題改善のため、保育士確保の取り組みなど、ご尽力いただいていることも存じております。
　しかし、視覚障害があり、子育てをしており、保育園入園を申請しているにもかかわらず、不許可となり、大変な思いをしている本会会員もおります。
　弱視の親は、子どもを公園などで遊ばせても、動き回る子どもから目を離さないでいるのは大変で、どうしても自宅にこもり気味となってしまいます。また、他の子どもと一緒に遊ばせることも我が子や他の子どもの状態を把握することが難しいため、なかなかできません。子どもの健やかな成長のため、ぜひ保育園に入園させ、思いっきり遊ばせたり、集団での生活を体験させたりしたいと願っています。
　専業主婦であっても、上の子の通院や自身の通院、買い物や役所・金融関係などに出かけるために、徒歩やバスでの移動に常に幼児を連れて回るのも大変です。家族の安定した精神・生活を維持するためにも、ぜひ保育園に受け入れていただきたいと願っています。
　また、視覚障害者は他障害種と違い、車や自転車に乗ることができず、兄弟とは別の園や自宅から離れた園への送迎は困難です。
　以上のことから、私たち視覚障害者でも安心して子育て、生活ができる社会の実現のため、別紙の点についてご配慮いただけますようお願いいたします。
　
　　　　　　　　　　　　　　記
１．視覚障害者を親に持つ児童の保育園入園の申し込みがあった際には、指数とは関係なく入園を許可してください。
２．入園を許可してくださる時には、できるだけ第１希望の園に入園させてください。
３．兄弟が通園している場合は、同じ園に入園させてください。
理由：希望を出す際には、自宅から徒歩で通える距離の所、途中の安全が確保できる所などを考えているため、希望外の所への通園を許可されても通園ができません。また、兄弟が別々の園に通うことは送迎ができず、通園することが不可能です。
